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山
崎
洋
文

宮
司

ご
あ
い
さ
つ

氏
子
定
期
総
会

　
三
月
二
十
日（
木
）神
社
斎
館
大
会
議
室

に
お
い
て
氏
子
定
期
総
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。山
崎
宮
司
、工
藤
総
代
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、来
賓
の
村
越
深
典
市
議
会
議
員
よ

り
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
関
弥
州
武
下
之
郷
自
治
会
長
を
議
長
に

選
出
し
、先
の
議
事
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

　
一
、
令
和
六
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

　
二
、
令
和
七
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
三
、
令
和
七
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

　
四
、
境
内
清
掃
に
つ
い
て

　
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
異
議
な
く
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
昨
年
度
末
で
退
任
の
役
員
・
総
代

の
み
な
さ
ま
の
あ
い
さ
つ
と
本
年
度
の
役

員
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

役
員
と
分
担
表

役
員
と
分
担
表

9班  工藤 勇
氏子総代長

　10班  土屋 秀幸
　管理部長

　10班  高梨 勝緒
　総務部長

　1班  與川 富樹
　管理部

　
三
月
一
日
よ
り
、こ
の
神
社
は
新
し
い
年

度
を
迎
え
ま
し
た
。昨
年
度
ま
で
ご
苦
労
し

て
い
た
だ
い
た
総
代
役
員
の
皆
様
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
新
年
度
よ
り
お

世
話
に
な
る
役
員
の
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
昨
年
私
が
就
任
し
て
三
日
目
、十
一
月
三

日
、摂
社
下
宮
の
お
諏
訪
様
が
、上
宮
の
ご
本

殿
の
外
陣（
ご
本
殿
の
内
側
で
、神
様
が
鎮
ま

る
御
社
の
外
）に
お
遷
り
な
る「
御
遷
り
神
事
」

を
行
い
ま
し
た
。こ
の
日
か
ら
七
夜
毎
に
米

一
生
を
炊
い
て
生
島
様
足
島
様
に
捧
げ
る
の

が「
御
籠
祭
」で
、お
諏
訪
様
が
元
の
下
宮
に

還
ら
れ
る
四
月
十
九
日
ま
で
の
半
年
間
、二

十
六
回
ご
奉
仕
し
ま
し
た
。

　『
神
代
の
昔
、タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
の
神
が
諏
訪

に
向
か
う
途
中
、こ
こ
に
鎮
座
し
て
お
ら
れ

た
生
島
足
島
の
神
様
に
敬
意
を
表
す
た
め

に
、半
年
間
こ
こ
に
滞
在
し
て
粥
を
捧
げ
た
』

と
い
う
伝
説
に
基
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
神
事
で
す
。

　
オ
コ
モ
リ
と
い
う
の
は
、外
界
と
の
接
触

を
遮
断
し
て
身
心
の
潔
白
を
守
り
ひ
た
す
ら

神
に
奉
仕
す
る
事
で
す
。半
年
間
謹
慎
状
態

で
い
る
べ
き
と
こ
ろ
、様
々
な
役
職
に
従
事

し
て
い
る
私
が
務
ま
る
の
か
と
心
配
で
し

た
。祭
の
直
前
に
潔
斎（
水
を
か
ぶ
っ
て
身
を

清
め
る
こ
と
）は
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
、神

事
の
間
は
他
の
こ
と
を
考
え
な
い
よ
う
に

し
、半
年
間
務
め
ま
し
た
。

　
外
陣
に
下
り（
外
陣
に
は
い
れ
る
の
は
宮

司
だ
け
）大
地
に
額
ず
き
物
忌
み
の
誠（
こ
こ

で
は
炊
い
た
お
米
一
升
の
こ
と
）を
捧
げ
て

い
る
と
、真
冬
で
も
体
が
熱
く
な
り
ま
す
。そ

ん
な
時
生
島
様
足
島
様
と
の
つ
な
が
り
を
体

感
し
、真
の
宮
司
に
な
っ
た
気
持
ち
が
あ
ふ

れ
て
き
ま
す
。

　
上
宮
の
お
諏
訪
様
を
下
宮
に
還
座
し
、諏

訪
神
社
の
例
祭
、上
宮
の
春
祭
り
が
終
了
し

た
時
、一
連
の
オ
コ
モ
リ
が
完
了
し
た
と
い

う
解
放
感
は
い
ま
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ
と
な

い
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

　
十
回
目
の「
御
籠
祭
」一
月
十
四
日
の
夜

に
、御
籠
殿
で
筒
粥
神
事
を
行
い
ま
す
。神
職

全
員
が
、御
籠
殿
の
囲
炉
裏
の
前
に
円
く
座

り
、釜
の
水
を
沸
騰
さ
せ
米
と
三
寸
に
切
っ

た
二
十
本
の
萱
の
束
を
入
れ
煮
詰
め
て
い
き

ま
す
。そ
の
間
神
職
一
同
祝
詞
を
奏
上
し
、炊

き
あ
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、火
を
止
め
冷
ま
し

ま
す
。萱
の
筒
に
入
っ
た
お
米
の
数
や
状
態

を
二
十
本
す
べ
て
観
察
し
て
、そ
の
年
の
早

生
か
ら
奥
手
ま
で
二
十
種
類
の
作
物
の
出
来

栄
え
を
占
い
ま
す
。二
時
間
以
上
の
神
事
で
、

炊
い
て
い
る
時
は
暑
く
、火
を
消
す
と
寒
く

大
変
な
神
事
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、神
様
と
対
話
し
な
が
ら
も

恩
頼（
神
様
の
恩
恵
や
ご
加
護
）を
大
勢
の

参
拝
し
て
く
れ
る
人
々
に
分
か
ち
合
う
た
め

に
日
々
勤
め
る
の
が
神
職
な
の
だ
と
い
う
基

本
的
な
こ
と
を
思
い
返
し
た
半
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

げ  

じ
ん

お 

う
つ
り

　し
ん 

じ

お 

こ
も
り
さ
い

ぬ
か

も
の  

い

つ
つ
が
ゆ

お 

こ
も
り
で
ん

い

　ろ

　り

み
た
ま
の
ふ
ゆ
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ご
あ
い
さ
つ

工
藤

　勇

氏
子
総
代
長

　6班  勝見 隆
　経理部（新任）

　8班  村山 保人
　管理部

　4班  田村 智就
　祭典部（新任）

　8班  野村 功一
　祭典部長（新任）

　7班  宮入 一喜
　広報部（新任）

　1班  村山 生夫
　広報部長

　6班  荒井 慶司
　管理部（新任）

　3班  伊藤 信豊
　管理部（新任）

　5班  横関 道昭
　経理部

　4班  南波 健一
　総務部（新任）

　9班  堀内 光信
　経理部長

　5班  横関 勝久
　祭典部

　2班  村山 光義
　管理部（新任）

　10班  小宮山 幸男
　祭典部

　9班  清水 修
　広報部

　
新
緑
の
候
　
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、益
々
ご
健
勝
の
事
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。　
ま
た
、日
頃
よ
り
神
社

運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、深
い
ご
理
解
と
多

大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、そ
の
よ
う
な
中
で
昨
年
度
は
、前
年

度
と
同
様
に
五
項
目
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
、総
代
・
神
職
お
よ
び
職
員
一
丸
と
な
っ
て

精
力
的
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
先
ず
は
、『
総
代
・
神
職
お
よ
び
職
員
が
一

丸
と
な
っ
た
神
社
運
営
の
推
進
』と
し
て
、昨

年
十
一
月
に「
山
崎
洋
文
」を
新
宮
司
と
し
て

お
迎
え
し
、五
月
に
就
任
し
た「
清
水
彩
加
」

巫
女
兼
一
般
職
と
共
に
一
層
の
神
社
運
営
の

ス
ム
ー
ス
な
推
進
・
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
併
せ
て
、総
代
と
神
職
お
よ
び
職
員
と
の

意
見
交
換
会
の
定
期
的
開
催
や「
催
事
推
進

タ
ス
ク
」の
そ
の
都
度
の
行
事
開
催
に
向
け

た
調
整
に
よ
り
、神
社
が
一
体
感
を
持
っ
て

快
く
参
拝
等
を
お
迎
え
で
き
る
よ
う
風
土
構

築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
二
点
目
と
し
て『
神
社
境
内
の
環
境
整
備

へ
の
取
り
組
み
』で
す
。

　
宮
池
南
側
の
参
拝
順
路
へ
の
車
椅
子
用
ス

ロ
ー
プ
の
設
置
、御
歳
代
刈
田
や
山
宮
拝
殿

お
よ
び
社
務
所
横
の
手
水
前
へ
の
敷
石
改
修

や「
大
注
連
縄
タ
ス
ク
」に
よ
る
直
営
作
業

で
、順
次「
御
社
」の
注
連
縄
交
換
や
、定
期

的
な
境
内
の
除
草
等
を
推
進
し
、環
境
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、広
大
な
神
社
所
有
土
地
を
現
状
把

握
す
べ
く
実
測
に
よ
る
社
有
土
地
の
状
況
確

認
も
行
い
、今
後
の
活
用
に
役
立
て
る
よ
う

推
進
中
で
す
。

　
更
に
三
点
と
し
て
は
、『
地
域
か
ら
親
し
ま

れ
る
神
社
の
構
築
』で
す
。

　
昨
年
度
は
新
た
に
、「
夏
詣
」と
し
て
七
月

か
ら
九
月
ま
で
の
間
、祇
園
祭
や
神
振
祭
を

挟
ん
で
風
鈴
の
小
路
・
夜
間
肝
試
し
会
、フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
・
お
茶
会
・
浴
衣
で
参
拝
等
の

企
画
を
構
築
す
る
と
共
に
、夏
至
と
冬
至
に

併
せ
た「
日
本
遺
産
レ
イ
ラ
イ
ン
」祭
事
企
画

と
し
て
、近
在
の
寺
院
に
も
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、「
神
仏
合
同
に
よ
る
御
祈
祷
神
事
」や

「
振
舞
い
鍋
及
び
コ
ー
ヒ
ー
の
提
供
」等
に
よ

り
数
多
く
の
参
拝
者
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
四
点
目
で
す
が
、『
収
益
拡
大
策
と
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
の
推
進
』で
す
。

　
収
益
拡
大
策
と
し
て
、各
種
祭
事
や
神
前

結
婚
式
並
び
に
七
五
三
・
安
産
祈
願
等
に
係

る
広
告
宣
伝
媒
体
お
よ
び
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
ご
案
内
に
よ
る
参
拝
者
の
拡

大
に
努
め
る
と
共
に
、改
修
工
事
や
物
品
購

入
等
で
の
コ
ス
ト
低
減
を
計
り
、概
ね
対
前

年
比
八
％
程
度
の
収
益
拡
大
の
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
最
後
に『
将
来
に
向
け
た
設
備
改
修
等
の

在
り
方
検
討
』で
す
が
、老
朽
化
し
た「
参
道

大
鳥
居
」お
よ
び「
宮
池
西
側
の
作
業
用
橋

梁
」の
設
備
更
新
と
併
せ
、必
要
性
に
応
じ
た

「
御
祈
祷
待
合
所
」や「
繁
忙
期
に
備
え
た
お

札
・
お
守
り
授
与
所
」の
新
設
の
在
り
方
に
つ

い
て
、様
々
な
手
法
を
模
索
の
う
え
、調
査
・

検
討
に
よ
り
、早
い
時
期
に
具
現
化
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
諸
々
と
昨
年
の
取
り
組
み
を
中
心
に
述
べ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、神
社
運
営
は
単
年
度

で
は
な
か
な
か
円
滑
化
を
計
る
事
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。こ
れ
ら
様
々
な
取
り
組
み
を

着
実
に
定
着
実
現
す
る
に
は
、総
代
・
神
職
お

よ
び
職
員
は
基
よ
り
氏
子
・
崇
敬
者
の
方
々

か
ら
の
お
知
恵
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
戴
き
な
が

ら
、一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要

と
考
え
ま
す
。こ
の
意
味
合
い
か
ら
も
、引
き

続
き
皆
様
方
の
ご
協
力
を
節
に
お
願
い
し
、

ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。



令
和
七
年
度  

事
業
計
画

総
務
部

総
務
部
長 

　高
梨
勝
緒

経
理
部

経
理
部
長 

　堀
内
光
信

祭
典
部

祭
典
部
長 

　野
村
功
一

入
物
品
の
新
規
開
拓
と
購
入
拡
大
策
の
実
施

・
御
祈
祷
、祈
願
者
の
待
合
所
設
置
に
向
け

た
建
物
新
設
計
画
の
策
定

・
正
月
等
の
参
拝
者
繁
忙
期
に
対
応
す
る
お

札
等
販
売
建
物
新
築
推
進

・
下
之
郷
水
土
里
ま
も
り
隊
と
の
調
整
に
よ

る
宮
池
の
浄
化
対
策
組
枠
の
更
新
推
進

・「
夏
詣
」並
び
に「
日
本
遺
産
レ
イ
ラ
イ
ン
冬

至
、夏
至
」イ
ベ
ン
ト
の
円
滑
な
推
進

・
各
種
祭
事
の
円
滑
な
推
進
に
向
け
た
総
括

集
約

三
、土
地
建
物
の
健
全
な
保
全

・
神
社
保
有
土
地
及
び
建
物
配
置
の
実
測

図
作
成
に
よ
る
的
確
管
理
の
実
践（
御
旅

所
、山
宮
、須
川
）

・
参
道
大
鳥
居
の
補
修
計
画
の
立
案
と
回
収

の
実
施

・
神
社
建
物
お
よ
び
工
作
物
に
係
る
効
率
的

な「
損
害
保
険
見
直
し
」の
推
進

四
、各
部
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
運
営
の
推
進

　 各
部
の
各
種
行
事
及
び
作
業
等
へ
の
協
力

と
支
援

・
経
理
部
…
社
頭
収
入
拡
大
と
経
費
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
の
推
進

・
祭
典
部
…
奉
倒
祭
・
例
祭
、お
焚
き
上
げ

等
に
必
要
な
諸
物
品
等
の
調
整
に
よ
る
調
達

・
管
理
部
…
年
末
年
始
お
よ
び
除
草
・
作
業

一
、
総
代
及
び
神
職
・
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
確
保

・
総
代
と
神
職
及
び
職
員
と
の
意
見
交
換
会

開
催
に
よ
る
課
題
等
の
解
消

・
業
務
繁
忙
状
況
に
合
わ
せ
た
適
正
要
員
の

確
保
及
び
配
置

・「
職
員
業
績
評
定
制
度
」の
新
規
導
入
と

取
り
扱
い
規
定
等
の
構
築

・
班
長
会
と
の
調
整
に
よ
る「
総
代
要
員
」の

在
り
方
検
討

・「
倫
理
運
営
委
員
会
」開
催
に
よ
る
内
部

統
制（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）の
充
実

・「
催
事
推
進
タ
ス
ク
チ
ー
ム
」の
効
果
的
活

発
な
推
進
に
よ
る
催
事
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト

対
応
等
の
円
滑
な
対
応
実
施

・
責
任
役
員
会
議
、総
代
会
、班
長
会
の
開
催

・
神
社
所
内
の
一
層
効
果
的
な
O
A
化
推

進（
共
有
サ
ー
バ
ー
化
、タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る

物
品
管
理
・
情
報
管
理
等

・
非
常
災
害
、防
火
管
理
体
制
の
確
立
に
よ

る
防
災
訓
練
の
実
施

二
、親
し
く
訪
れ
る
神
社
参
拝
者
増
加
対
策
の

実
施

・
経
理
部
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
神
社
参
拝
購

等
へ
の
人
的
確
保
の
対
応

・
広
報
部
…
祭
事
イ
ベ
ン
ト
対
応
及
び
ダ
ル
マ

販
売
等
へ
の
支
援

一
、
適
正
な
会
計
業
務
の
推
進

・
日
々
の
日
系
管
理
と
金
融
機
関
へ
の
収
入

措
置
の
徹
底

・
期
末
処
理
に
係
る
内
部
監
査
お
よ
び
監
査

役
監
査
の
実
施
　
年
二
回

・
予
算
執
行
状
況
の
把
握
と
決
算
処
理
の
管
理

二
、収
入
増
加
対
策
の
推
進
と
費
用
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
の
徹
底

・
社
頭
収
入
拡
大
に
向
け
た
諸
物
品
購
入
の

検
討
と
販
売
促
進

・
神
社
繁
忙
期
の
ア
ル
バ
イ
ト
、助
勤
等
の
適

正
要
員
の
検
討

・
そ
の
他
経
費（
光
熱
費
、物
品
購
入
費
等
）

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
徹
底

三
、経
理
業
務
に
係
る
所
内
ル
ー
ル
の
構
築

・
一
定
金
額
を
尺
度
と
し
た
物
品
購
入
に
係

る
購
買
取
扱
ル
ー
ル
の
構
築

・
工
事
請
負
に
係
る
取
扱
ル
ー
ル
の
構
築

・
祭
事
に
係
る
諸
施
設
リ
ー
ス
契
約
の
随
意

契
約
是
非
の
検
討
と
契
約
締
結

四
、各
部
と
協
働
に
よ
る
事
業
運
営
の
推
進

・
各
祭
事
に
係
る
的
確
な
受
付
対
応
の
実
施

・
祭
事
イ
ベ
ン
ト
に
係
る
演
目
等
の
組
み
立

て
と
調
整
と
直
会
で
の
御
礼
品
、会
食
等

の
手
配

・
祭
事
お
よ
び
各
部
の
作
業
等
に
関
す
る
資

器
材
等
の
適
切
な
確
保

一
、
年
間
祭
事
計
画
に
沿
っ
た
諸
準
備
と
警
護

等
の
的
確
対
応

・「
夫
婦
ケ
ヤ
キ
の
鯨
幕
」倒
祭
事
に
必
要
な

物
品
の
厳
選
し
た
購
入

・
祭
事
予
定
に
沿
っ
た
結
界
、紙
垂
お
よ
び
ス

ロ
ー
プ
等
の
会
場
準
備
推
進

・
祭
事
で
の
手
水
、警
護
、神
職
補
助
等
の

実
施

・
神
前
結
婚
式
等
で
の
傘
持
ち
等
の
対
応

・
祭
事
に
伴
う「
山
榊
」「
青
竹
」「
注
連
縄
」

の
確
保

・
節
分
追
儺
祭
で
の
福
増
づ
く
り
の
準
備

（
焼
き
印
準
備
）

・
山
榊
採
取
予
定
地（
東
山
入
会
区
及
び
山

宮
周
辺
）の
環
境
維
持
と
的
確
管
理

・
子
供
に
よ
る「
浦
安
の
舞
」及
び
祇
園
祭
で

の「
こ
ど
も
神
輿
」「
大
人
神
輿
」の
祭
事
対
応

二
、直
営
に
よ
る
核
社
殿
等
へ
の
大
注
連
縄
の

取
り
換
え
設
置

・「
大
注
連
縄
タ
ス
ク
チ
ー
ム
」に
よ
る
成
果

を
踏
ま
え
た
逐
次
取
り
換
え
の
実
施

三
、お
焚
き
上
げ
場
の
適
正
管
理
と
状
況
に
応

じ
た
お
焚
き
上
げ
の
実
施

四
、各
部
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
運
営
の
推
進

・
ダ
ル
マ
販
売
に
係
る
諸
作
業
へ
の
協
力（
会

場
設
営
、目
入
れ
、清
払
い
等
）

・
各
部
作
業
へ
の
協
力（
年
末
年
始
対
応
、除

草
倒
）

一
、
境
内
の
環
境
整
備
の
推
進（
恒
常
的
管
理
）

・
宮
井
家
の
一
定
水
位
確
保
と
随
時
除
塵
の

実
施

・
境
内
立
木
や
庭
木
の
適
正
管
理
と
各
社

境
内
の
定
期
的
除
草
の
推
進

・
参
道
、境
内
へ
の
敷
き
砂
利
等
に
よ
る
整

備
実
施

・
状
況
に
合
わ
せ
た
境
内
清
掃
お
よ
び
倉
庫

内
整
理
整
頓

・
境
内
落
葉
の
清
掃
計
画
の
立
案
と
集
積
落

葉
処
理
の
実
施

二
、
境
内
整
備
計
画
の
立
案
と
推
進（
回
収
関
係
）

・
宮
井
家
フ
ェ
ン
ス
損
傷
個
所
の
改
修

・
宮
井
家
内
の
堆
積
土
砂
排
除
と
水
質
浄

化
木
枠
の
整
理

・
構
内
駐
車
場
の
駐
車
ラ
イ
ン
更
新
と
窪
地

等
の
補
修
検
討

・
駐
車
場
北
側
出
入
り
口
の
ポ
ー
ル
お
よ
び

チ
ェ
ー
ン
改
修
検
討

・
本
殿
裏
の
支
障
木
伐
採

三
、
神
社
内
発
生
の
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
推
進

・
自
治
会
で
の
資
源
ゴ
ミ
回
収
に
併
せ
た
資

源
ゴ
ミ
の
分
別
処
理

・
不
要
ゴ
ミ
等
の
お
焚
き
上
げ
で
の
処
理
と

一
般
ゴ
ミ
処
理
業
者
搬
出
処
理
の
実
践

四
、
神
社
諸
物
品
の
適
正
管
理

・
幟
旗
下
し
時
の
破
損
個
所
チ
ェッ
ク
と
不
具

合
個
所
の
改
修

・
所
有
者
量
の
時
期
に
合
わ
せ
た
タ
イ
ヤ
交

換
の
実
施

・
除
雪
機
、運
搬
機
器
、薪
割
機
、高
速
洗
車

機
お
よ
び
バ
ッ
ク
ホ
ー
等
の
定
期
点
検
に
よ

る
円
滑
な
稼
働
準
備
の
推
進

五
、
祭
事
に
向
け
た
事
前
準
備
の
推
進

・
年
末
年
始
に
向
け
た
諸
準
備
の
実
施

　（
薪
作
り
、駐
車
場
ラ
イ
ン
引
き
、灯
篭
保
護

対
策
、案
内
看
板
設
置
等
）

・
各
祭
事
に
お
け
る
事
前
準
備
の
推
進

　（
テ
ン
ト
設
営
、茅
の
輪
設
置
、神
楽
殿
開

放
、歌
舞
伎
舞
台
解
放
等
）

六
、
各
部
と
協
働
に
よ
る
事
業
運
営
の
推
進

・
各
部
作
業
等
へ
の
協
力（
年
末
年
始
対
応
、

除
草
等
）

一
、
神
社
祭
事
等
に
係
る
記
録
の
整
理

・
神
社
祭
事
絵
の
記
録
写
真
等
に
よ
る
保
存

整
理

・
各
種
作
業
や
行
事
等
の
記
録
写
真
等
の
保

存
整
理

・
広
報
紙（
神
社
だ
よ
り
）の
発
行
に
よ
る
氏

子
等
へ
の
神
社
情
報
の
提
供
　
年
二
回

二
、広
告
媒
体
を
活
用
し
た
神
社
祭
事
等
情
報

の
周
知

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
逐
次
変
更
に
よ
る
情
報
提

供
の
推
進

・
各
種
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
広
報
誌
を
活
用
し
た

神
社
情
報
の
提
供

・
小
中
学
校
お
よ
び
高
校
、短
大
等
へ
の
神

社
情
報
提
供
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

確
保

・
広
告
媒
体
の
状
況
に
合
わ
せ
た
必
要
性
見

直
し
に
よ
る
適
正
広
報
の
検
討

三
、
福
だ
る
ま
頒
布
の
推
進

・
年
末
年
始
で
の「
福
だ
る
ま
」頒
布
の
推
進

・「
ダ
ル
マ
特
別
会
計
」の
的
確
管
理
に
よ
る

集
約
実
践

四
、
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
業
務

・
テ
ー
マ
決
め
て
そ
の
年
に
合
わ
せ
た
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
成
し
、関
係
個
所
配
布

五
、
広
告
看
板
等
の
的
確
管
理

・
市
内
へ
既
設
置
の
広
告
塔
の
補
修
点
検
の

実
施

・
神
社
東
鳥
居
横
の
看
板
の
タ
イ
ム
リ
ー
な

入
れ
替
え
推
進

六
、
祭
事
に
合
わ
せ
た
関
係
機
関
と
の
調
整
に

よ
る
円
滑
な
斎
行
推
進

・
祭
事
に
合
わ
せ
た
煙
火
打
ち
上
げ
に
係
る

関
係
機
関
と
の
諸
手
続
き
の
実
施

　（
消
防
署
届
け
出
、煙
火
業
者
と
の
調
整
）

・
祇
園
祭
に
合
わ
せ
た
車
両
通
行
止
め
措
置

の
実
施（
上
田
警
察
署
）

・
年
末
年
始
の
道
路
通
行
止
め
措
置
の
関
す

る
諸
届
出
の
実
施
と
看
板
設
置（
上
田
警

察
署
）

七
、
各
部
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
運
営
の
推
進

・
各
部
作
業
へ
の
協
力（
祭
事
、年
末
年
始
対

応
、除
草
等
）

・
神
社
所
内
の
よ
り
一
層
効
果
的
な
O
A
化

推
進（
共
有
サ
ー
バ
ー
化
、タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ

る
物
品
管
理
等
）へ
の
協
力
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管
理
部

管
理
部
長 

　土
屋
秀
幸

広
報
部

広
報
部
長 

　村
山
生
夫

入
物
品
の
新
規
開
拓
と
購
入
拡
大
策
の
実
施

・
御
祈
祷
、祈
願
者
の
待
合
所
設
置
に
向
け

た
建
物
新
設
計
画
の
策
定

・
正
月
等
の
参
拝
者
繁
忙
期
に
対
応
す
る
お

札
等
販
売
建
物
新
築
推
進

・
下
之
郷
水
土
里
ま
も
り
隊
と
の
調
整
に
よ

る
宮
池
の
浄
化
対
策
組
枠
の
更
新
推
進

・「
夏
詣
」並
び
に「
日
本
遺
産
レ
イ
ラ
イ
ン
冬

至
、夏
至
」イ
ベ
ン
ト
の
円
滑
な
推
進

・
各
種
祭
事
の
円
滑
な
推
進
に
向
け
た
総
括

集
約

三
、土
地
建
物
の
健
全
な
保
全

・
神
社
保
有
土
地
及
び
建
物
配
置
の
実
測

図
作
成
に
よ
る
的
確
管
理
の
実
践（
御
旅

所
、山
宮
、須
川
）

・
参
道
大
鳥
居
の
補
修
計
画
の
立
案
と
回
収

の
実
施

・
神
社
建
物
お
よ
び
工
作
物
に
係
る
効
率
的

な「
損
害
保
険
見
直
し
」の
推
進

四
、各
部
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
運
営
の
推
進

　 各
部
の
各
種
行
事
及
び
作
業
等
へ
の
協
力

と
支
援

・
経
理
部
…
社
頭
収
入
拡
大
と
経
費
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
の
推
進

・
祭
典
部
…
奉
倒
祭
・
例
祭
、お
焚
き
上
げ

等
に
必
要
な
諸
物
品
等
の
調
整
に
よ
る
調
達

・
管
理
部
…
年
末
年
始
お
よ
び
除
草
・
作
業

一
、
総
代
及
び
神
職
・
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
確
保

・
総
代
と
神
職
及
び
職
員
と
の
意
見
交
換
会

開
催
に
よ
る
課
題
等
の
解
消

・
業
務
繁
忙
状
況
に
合
わ
せ
た
適
正
要
員
の

確
保
及
び
配
置

・「
職
員
業
績
評
定
制
度
」の
新
規
導
入
と

取
り
扱
い
規
定
等
の
構
築

・
班
長
会
と
の
調
整
に
よ
る「
総
代
要
員
」の

在
り
方
検
討

・「
倫
理
運
営
委
員
会
」開
催
に
よ
る
内
部

統
制（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）の
充
実

・「
催
事
推
進
タ
ス
ク
チ
ー
ム
」の
効
果
的
活

発
な
推
進
に
よ
る
催
事
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト

対
応
等
の
円
滑
な
対
応
実
施

・
責
任
役
員
会
議
、総
代
会
、班
長
会
の
開
催

・
神
社
所
内
の
一
層
効
果
的
な
O
A
化
推

進（
共
有
サ
ー
バ
ー
化
、タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る

物
品
管
理
・
情
報
管
理
等

・
非
常
災
害
、防
火
管
理
体
制
の
確
立
に
よ

る
防
災
訓
練
の
実
施

二
、親
し
く
訪
れ
る
神
社
参
拝
者
増
加
対
策
の

実
施

・
経
理
部
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
神
社
参
拝
購

等
へ
の
人
的
確
保
の
対
応

・
広
報
部
…
祭
事
イ
ベ
ン
ト
対
応
及
び
ダ
ル
マ

販
売
等
へ
の
支
援

一
、
適
正
な
会
計
業
務
の
推
進

・
日
々
の
日
系
管
理
と
金
融
機
関
へ
の
収
入

措
置
の
徹
底

・
期
末
処
理
に
係
る
内
部
監
査
お
よ
び
監
査

役
監
査
の
実
施
　
年
二
回

・
予
算
執
行
状
況
の
把
握
と
決
算
処
理
の
管
理

二
、収
入
増
加
対
策
の
推
進
と
費
用
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
の
徹
底

・
社
頭
収
入
拡
大
に
向
け
た
諸
物
品
購
入
の

検
討
と
販
売
促
進

・
神
社
繁
忙
期
の
ア
ル
バ
イ
ト
、助
勤
等
の
適

正
要
員
の
検
討

・
そ
の
他
経
費（
光
熱
費
、物
品
購
入
費
等
）

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
徹
底

三
、経
理
業
務
に
係
る
所
内
ル
ー
ル
の
構
築

・
一
定
金
額
を
尺
度
と
し
た
物
品
購
入
に
係

る
購
買
取
扱
ル
ー
ル
の
構
築

・
工
事
請
負
に
係
る
取
扱
ル
ー
ル
の
構
築

・
祭
事
に
係
る
諸
施
設
リ
ー
ス
契
約
の
随
意

契
約
是
非
の
検
討
と
契
約
締
結

四
、各
部
と
協
働
に
よ
る
事
業
運
営
の
推
進

・
各
祭
事
に
係
る
的
確
な
受
付
対
応
の
実
施

・
祭
事
イ
ベ
ン
ト
に
係
る
演
目
等
の
組
み
立

て
と
調
整
と
直
会
で
の
御
礼
品
、会
食
等

の
手
配

・
祭
事
お
よ
び
各
部
の
作
業
等
に
関
す
る
資

器
材
等
の
適
切
な
確
保

一
、
年
間
祭
事
計
画
に
沿
っ
た
諸
準
備
と
警
護

等
の
的
確
対
応

・「
夫
婦
ケ
ヤ
キ
の
鯨
幕
」倒
祭
事
に
必
要
な

物
品
の
厳
選
し
た
購
入

・
祭
事
予
定
に
沿
っ
た
結
界
、紙
垂
お
よ
び
ス

ロ
ー
プ
等
の
会
場
準
備
推
進

・
祭
事
で
の
手
水
、警
護
、神
職
補
助
等
の

実
施

・
神
前
結
婚
式
等
で
の
傘
持
ち
等
の
対
応

・
祭
事
に
伴
う「
山
榊
」「
青
竹
」「
注
連
縄
」

の
確
保

・
節
分
追
儺
祭
で
の
福
増
づ
く
り
の
準
備

（
焼
き
印
準
備
）

・
山
榊
採
取
予
定
地（
東
山
入
会
区
及
び
山

宮
周
辺
）の
環
境
維
持
と
的
確
管
理

・
子
供
に
よ
る「
浦
安
の
舞
」及
び
祇
園
祭
で

の「
こ
ど
も
神
輿
」「
大
人
神
輿
」の
祭
事
対
応

二
、直
営
に
よ
る
核
社
殿
等
へ
の
大
注
連
縄
の

取
り
換
え
設
置

・「
大
注
連
縄
タ
ス
ク
チ
ー
ム
」に
よ
る
成
果

を
踏
ま
え
た
逐
次
取
り
換
え
の
実
施

三
、お
焚
き
上
げ
場
の
適
正
管
理
と
状
況
に
応

じ
た
お
焚
き
上
げ
の
実
施

四
、各
部
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
運
営
の
推
進

・
ダ
ル
マ
販
売
に
係
る
諸
作
業
へ
の
協
力（
会

場
設
営
、目
入
れ
、清
払
い
等
）

・
各
部
作
業
へ
の
協
力（
年
末
年
始
対
応
、除

草
倒
）

一
、
境
内
の
環
境
整
備
の
推
進（
恒
常
的
管
理
）

・
宮
井
家
の
一
定
水
位
確
保
と
随
時
除
塵
の

実
施

・
境
内
立
木
や
庭
木
の
適
正
管
理
と
各
社

境
内
の
定
期
的
除
草
の
推
進

・
参
道
、境
内
へ
の
敷
き
砂
利
等
に
よ
る
整

備
実
施

・
状
況
に
合
わ
せ
た
境
内
清
掃
お
よ
び
倉
庫

内
整
理
整
頓

・
境
内
落
葉
の
清
掃
計
画
の
立
案
と
集
積
落

葉
処
理
の
実
施

二
、
境
内
整
備
計
画
の
立
案
と
推
進（
回
収
関
係
）

・
宮
井
家
フ
ェ
ン
ス
損
傷
個
所
の
改
修

・
宮
井
家
内
の
堆
積
土
砂
排
除
と
水
質
浄

化
木
枠
の
整
理

・
構
内
駐
車
場
の
駐
車
ラ
イ
ン
更
新
と
窪
地

等
の
補
修
検
討

・
駐
車
場
北
側
出
入
り
口
の
ポ
ー
ル
お
よ
び

チ
ェ
ー
ン
改
修
検
討

・
本
殿
裏
の
支
障
木
伐
採

三
、
神
社
内
発
生
の
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
推
進

・
自
治
会
で
の
資
源
ゴ
ミ
回
収
に
併
せ
た
資

源
ゴ
ミ
の
分
別
処
理

・
不
要
ゴ
ミ
等
の
お
焚
き
上
げ
で
の
処
理
と

一
般
ゴ
ミ
処
理
業
者
搬
出
処
理
の
実
践

四
、
神
社
諸
物
品
の
適
正
管
理

・
幟
旗
下
し
時
の
破
損
個
所
チ
ェッ
ク
と
不
具

合
個
所
の
改
修

・
所
有
者
量
の
時
期
に
合
わ
せ
た
タ
イ
ヤ
交

換
の
実
施

・
除
雪
機
、運
搬
機
器
、薪
割
機
、高
速
洗
車

機
お
よ
び
バ
ッ
ク
ホ
ー
等
の
定
期
点
検
に
よ

る
円
滑
な
稼
働
準
備
の
推
進

五
、
祭
事
に
向
け
た
事
前
準
備
の
推
進

・
年
末
年
始
に
向
け
た
諸
準
備
の
実
施

　（
薪
作
り
、駐
車
場
ラ
イ
ン
引
き
、灯
篭
保
護

対
策
、案
内
看
板
設
置
等
）

・
各
祭
事
に
お
け
る
事
前
準
備
の
推
進

　（
テ
ン
ト
設
営
、茅
の
輪
設
置
、神
楽
殿
開

放
、歌
舞
伎
舞
台
解
放
等
）

六
、
各
部
と
協
働
に
よ
る
事
業
運
営
の
推
進

・
各
部
作
業
等
へ
の
協
力（
年
末
年
始
対
応
、

除
草
等
）

一
、
神
社
祭
事
等
に
係
る
記
録
の
整
理

・
神
社
祭
事
絵
の
記
録
写
真
等
に
よ
る
保
存

整
理

・
各
種
作
業
や
行
事
等
の
記
録
写
真
等
の
保

存
整
理

・
広
報
紙（
神
社
だ
よ
り
）の
発
行
に
よ
る
氏

子
等
へ
の
神
社
情
報
の
提
供
　
年
二
回

二
、広
告
媒
体
を
活
用
し
た
神
社
祭
事
等
情
報

の
周
知

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
逐
次
変
更
に
よ
る
情
報
提

供
の
推
進

・
各
種
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
広
報
誌
を
活
用
し
た

神
社
情
報
の
提
供

・
小
中
学
校
お
よ
び
高
校
、短
大
等
へ
の
神

社
情
報
提
供
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

確
保

・
広
告
媒
体
の
状
況
に
合
わ
せ
た
必
要
性
見

直
し
に
よ
る
適
正
広
報
の
検
討

三
、
福
だ
る
ま
頒
布
の
推
進

・
年
末
年
始
で
の「
福
だ
る
ま
」頒
布
の
推
進

・「
ダ
ル
マ
特
別
会
計
」の
的
確
管
理
に
よ
る

集
約
実
践

四
、
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
業
務

・
テ
ー
マ
決
め
て
そ
の
年
に
合
わ
せ
た
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
成
し
、関
係
個
所
配
布

五
、
広
告
看
板
等
の
的
確
管
理

・
市
内
へ
既
設
置
の
広
告
塔
の
補
修
点
検
の

実
施

・
神
社
東
鳥
居
横
の
看
板
の
タ
イ
ム
リ
ー
な

入
れ
替
え
推
進

六
、
祭
事
に
合
わ
せ
た
関
係
機
関
と
の
調
整
に

よ
る
円
滑
な
斎
行
推
進

・
祭
事
に
合
わ
せ
た
煙
火
打
ち
上
げ
に
係
る

関
係
機
関
と
の
諸
手
続
き
の
実
施

　（
消
防
署
届
け
出
、煙
火
業
者
と
の
調
整
）

・
祇
園
祭
に
合
わ
せ
た
車
両
通
行
止
め
措
置

の
実
施（
上
田
警
察
署
）

・
年
末
年
始
の
道
路
通
行
止
め
措
置
の
関
す

る
諸
届
出
の
実
施
と
看
板
設
置（
上
田
警

察
署
）

七
、
各
部
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
運
営
の
推
進

・
各
部
作
業
へ
の
協
力（
祭
事
、年
末
年
始
対

応
、除
草
等
）

・
神
社
所
内
の
よ
り
一
層
効
果
的
な
O
A
化

推
進（
共
有
サ
ー
バ
ー
化
、タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ

る
物
品
管
理
等
）へ
の
協
力
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令
和
七
年

御
柱
奉
倒
祭
次
第

令
和
七
年 

御
柱
奉
倒
祭

友
野
直
樹

権
禰
宜

　
生
島
足
島
神
社
で
は
御
柱
大
祭
を
七
年
ご

と
に
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。御
柱
祭
は
総

本
社
た
る
諏
訪
大
社
を
始
め
執
り
行
う
神
社

毎
に
様
々
な
神
事
諸
行
事
が
あ
り
ま
す
。似

通
っ
た
神
事
や
地
域
ご
と
、神
社
ご
と
に

様
々
な
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
　
生
島
足
島
神
社
御
柱
大
祭
に
お
き

ま
し
て
は
、他
の
神
社
に
は
見
ら
れ
な
い
独

自
の
神
事
や
諸
行
事
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

中
で
も
中
間
の
年
に
奉
倒
祭
を
こ
れ
ほ
ど
盛

大
に
行
う
神
社
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。独

自
の
文
化
風
習
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
証
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。御
柱
を
倒
す

時
は
、立
っ
て
い
た
事
に
感
謝
し
、「
休
ま
せ

る
　
寝
か
す
」等
の
言
葉
で
敬
意
を
表
し
ま

す
。令
和
三
壬
寅
歳
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
御

柱
は
、今
回
令
和
七
年
四
月
二
十
七
日
に
御

柱
休
め
と
な
り
ま
し
た
。

　
盛
大
か
つ
厳
粛
に
神
事
を
執
り
行
い
ま

し
た
。寝
か
せ
た
御
柱
の
中
で
も
特
に
上
宮

壱
之
御
柱
は
木
遣
衆
の「
さ
あ
〜
さ
あ
〜
お

願
い
だ
〜
！
」の
掛
け
声
の
も
と
氏
子
崇
敬

者
の
手
に
よ
り
第
一
駐
車
場
へ
曳
行
致
し

ま
し
た
。

　
一
番
立
派
な
為
、特
に
下
宮
一
之
柱
と
交

換
し
て
再
建
立
致
し
ま
し
た
。次
回
御
柱
大

祭
ま
で
休
ま
ず
立
ち
続
け
ま
す
。

　
参
拝
の
際
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
に
て
御
柱
大
祭
の
諸
行
事
は
終
了
と

な
り
ま
す
が
、こ
こ
か
ら
御
柱
大
祭
が
始
ま

る
と
見
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。次
回
に
向
け

て
気
運
も
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。気
に
な
る
生
島
足
島
神
社
御
柱
大
祭
は

令
和
十
戊
申
歳
と
な
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
午
前
八
時
半
　

　
　
・
木
遣
衆
御
本
社
参
拝
　

◎
午
前
九
時

　
　
・
上
宮
一
之
柱
前
に
て

　
　
・
清
祓
　
乾
杯
　
奉
倒

◎
午
前
十
時
半
　

　
　
・
第
一
駐
車
場
に
向
け
て
御
柱
を
曳
行

◎
午
前
十
一
時

　
　
・
御
柱
第
一
駐
車
場
到
着

◎
午
前
十
一
時
半
　

　
　
・
下
宮
壱
之
柱
清
祓
　
奉
倒

・
曳
行
し
て
き
た
上
宮
壱
柱
を
駐
車
場

へ
再
建
立
清
祓

◎
午
前
十
二
時

　
　
・
奉
倒
終
了
奉
告
祭

　
　
・
御
本
社
に
て

・
無
事
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
を
生
島
神

足
島
神
に
奉
告
し
一
連
の
神
事
を
執

り
納
め
る
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夏
詣
で

な
つ

も
う
で

　
我
々
日
本
人
は
大
晦
日
に「
年
越
し
の
大

祓
」で
一
年
の
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
、翌
日
の

元
日
は
新
し
い
年
に
始
ま
り
と
し
て
、そ
の

年
の
平
穏
を
願
い
神
社
・
仏
閣
に
詣
で
る「
初

詣
」を
行
い
ま
す
。そ
の
始
ま
り
か
ら
六
ヶ

月
、同
じ
く
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
る「
夏
越
し

の
大
祓
」を
経
て
、過
ぎ
し
半
年
の
無
事
を
感

謝
し
来
る
半
年
の
更
な
る
平
穏
を
願
う
べ

く
、年
の
半
分
の
節
目
と
し
て
、七
月
一
日
以

降
に
も
神
社
・
仏
閣
に
詣
で
ま
す
。

引
用
：
夏
詣
…
新
し
い
日
本
の
風
習 

夏
詣
，

　
　
　
　
　
　
二
十
六
日
ア
ク
セ
ス

　
生
島
足
島
神
社
の
内
容
は
以
下
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

令
和
七
年

　夏
詣
期
間

《
七
月
一
日（
火
）〜
九
月
二
十
日（
土
）》

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

《
七
月
一
日（
火
）〜
八
月
三
十
一
日（
日
）》

　
生
島
足
島
神
社
の
公
式Instagram

に

て
募
集
を
し
ま
す
。

　
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ 

＃
い
く
た
る
夏
詣
、＃
生

島
足
島
神
社
を
つ
け
て
投
稿
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
受
賞
者
に
は
神
賑
祭
に
て
表
彰
式
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　
景
品
も
今
年
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

素
敵
な
お
写
真
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

風
鈴
小
道

《
七
月
七
日（
月
）〜
八
月
三
十
一
日（
日
）》

　
授
与
所
横
に
風
鈴
小
道
を
設
置
し
ま
す
。

　
昨
年
は
奉
納
す
る
形
が
欲
し
い
と
い
う
ご

意
見
が
多
か
っ
た
の
で
、今
年
は
奉
納
で
き

る
よ
う
に
も
用
意
を
進
め
て
い
ま
す
。

浴
衣
参
拝

《
七
月
十
九
日（
土
）〜
八
月
三
十
一
日（
日
）》

　
浴
衣
、甚
平
で
お
越
し
頂
い
た
方
に
は
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、お
楽

し
み
に
！

祇
園
祭
　《
七
月
二
十
七
日（
日
）》

三
頭
獅
子
舞
奉
納

《
七
月
二
十
六
日（
土
）十
八
時
〜
》

巫
女
体
験 

（
小
・
中
・
高
　
学
生
対
象
）

《
八
月
三
日（
日
）》

　
今
年
も
普
段
で
き
な
い
よ
う
な
体
験
を
し

て
頂
け
る
よ
う
な
内
容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

肝
試
し 

（
小
・
中
・
高
　
学
生
対
象
）

《
八
月
八
日（
金
）》

　
長
福
寺
と
の
共
同
で
今
年
も
涼
し
い
夜
を

提
供
い
た
し
ま
す
。

　
た
だ
た
だ
怖
い
だ
け
で
な
く
、夏
の
思
い

出
に
！

夜
間
参
拝

《
八
月
九
日（
土
）〜
八
月
十
一
日（
月
）》

　
灯
ろ
う
の
展
示
、限
定
の
御
朱
印
も
ご
ざ

い
ま
す
。

神
賑
祭
　《
九
月
二
十
日（
土
）》

　
昨
年
の
夏
詣
で
は
、参
拝
者
の
方
か
ら

色
々
お
声
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
頂
け
る

よ
う
に
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

清
水
彩
加

巫
女
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横
山
実
早
紀

巫
女

結
婚
式
の
ご
案
内

　
当
社
で
は
御
本
社
で
の
結
婚
式
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
の
結
婚
式
は
神
話
の
時
代
ま
で
遡
る

こ
と
が
で
き
、古
事
記
や
の
本
書
記
に
は
伊

邪
那
岐
命
と
伊
邪
那
美
命
が
結
婚
の
約
束
を

す
る
話
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、今
の
よ

う
な
式
場
で
の
結
婚
式
が
普
及
す
る
前
は
、

自
宅
の
床
の
間
に
神
名
を
記
し
た
掛
け
軸
を

か
け
、そ
の
前
で
行
う
の
が
一
般
的
で
し
た
。

　
神
社
で
の
神
前
結
婚
式
は
、そ
ん
な
神
代

の
時
代
か
ら
連
綿
と
続
く
日
本
の
伝
統
的
な

結
婚
式
の
雰
囲
気
を
色
濃
く
伝
え
て
い
ま
す
。

当
社
の
御
本
社
挙
式
は

◎
時
　間
　
九
時
・
十
四
時
・
十
六
時
　

◎
初
穂
料

　
　
十
万
円（
通
常
）

　
　
二
十
万
円（
雅
楽
演
奏
・
巫
女
舞
　
付
）

　
　
　 

で
の
ご
案
内
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
雅
楽
付
き
の
プ
ラ
ン
で
は
、神
職
に

よ
る
雅
楽
の
生
演
奏
を
先
導
に
御
本
社
へ
参

進
し
ま
す
。

　
式
の
最
中
も
全
て
生
演
奏
で
、厳
か
な
雰

囲
気
を
よ
り
一
層
引
き
立
て
て
く
れ
ま
す
。

　
普
段
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
の
な
い

雅
楽
の
演
奏
や
巫
女
舞
は
特
別
感
も
高
ま

り
、お
二
人
は
も
ち
ろ
ん
参
列
の
ご
親
族
の

皆
様
に
も
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。　

　
予
約
は
一
年
前
か
ら
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

　
土
日
の
大
安
な
ど
は
予
約
が
集
中
し
ま
す

の
で
、早
め
の
予
約
が
お
す
す
め
で
す
。

　
当
社
に
は
、縁
結
び
や
夫
婦
円
満
、家
内
安

全
の
御
利
益
が
あ
る
お
社
や
ご
神
木
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
境
内
で
神
々
に
見
守
ら
れ
て

の
神
前
式
は
、お
二
人
は
も
ち
ろ
ん
、御
両
家

の
皆
様
に
と
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
一
日
に

な
る
は
ず
で
す
。

　
人
生
儀
礼
の
中
で
も
大
き
な
行
事
で
あ
る

結
婚
式
。そ
ん
な
特
別
な
日
を
、ぜ
ひ
当
社
で

迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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